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（２０１７年１１月３日発行） 

 
第
十
六
回

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
月
報
（
十
月
例
会
結
果
報
告
） 

日
時 
：
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所 

：
ウ
エ
ー
ブ
一
〇
一 

サ
ロ
ン
２ 

講
師 

：
佐
藤
公
江
（
千
葉
県
川
柳
作
家
連
盟
理
事
） 

出
席
者
：
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

井
上
慧
姑
、
萱
野
澄
ゑ
、
谷
口
勝
、
松
谷
の
ん
紀
、 

茂
木
ほ
ま
れ
、
山
口
の
ぼ
ん
、
山
岸
順
、
黒
崎
与
三
坊 

 

課
題
「
未
練
」
互
選
句 

佐
藤
公
江 
講
評 

 

「
１
点
」 

津
波
来
て
未
練
の
波
止
場
影
薄
し 

 
 
 
 
 

ほ
ま
れ 

こ
の
世
に
は
未
練
が
残
り
ま
だ
生
き
る 

 
 
 

勝 

も
う
少
し
練
習
重
ね
次
は
勝
つ 

 
 
 
 
 
 

節 

児 

悪
友
死
ぬ
あ
き
ら
め
悪
く
歌
捧
げ 

 
 
 
 
 

の
ぼ
ん 

 

「
２
点
」 

温
泉
の
曇
り
ガ
ラ
ス
の
シ
ル
エ
ッ
ト 

 
 
 
 

与
三
坊 

リ
サ
イ
ク
ル
出
し
た
コ
ー
ト
が
着
こ
な
さ
れ 

 

の
ん
紀 

ね
ら
っ
て
た
残
り
一
切
れ
食
べ
ら
れ
る 

 
 
 

節 

児 

学
ぶ
こ
と
お
ろ
そ
か
に
し
て
今
悔
や
む 

 
 
 

澄 

ゑ 

    

子
を
叱
り
共
に
気
ま
ず
く
好
物
を 

 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

未
練
な
ど
ひ
ば
り
涙
の
中
に
捨
て 

 
 
 
 
 

ほ
ま
れ 

古
稀
す
ぎ
て
級
長
バ
ッ
ジ
捨
て
ら
れ
ず 

 
 
 

与
三
坊 

 

「
３
点
」 

プ
ラ
イ
ド
が
背
広
ネ
ク
タ
イ
捨
て
切
れ
ず 

 
 

順 

初
恋
の
未
練
断
捨
離
今
を
生
き 

 
 
 
 
 
 

の
ぼ
ん 

飲
み
放
題
残
し
た
酒
が
呼
ん
で
い
る 

 
 
 
 

順 

あ
の
人
が
く
れ
た
ネ
ク
タ
イ
捨
て
ら
れ
ず 

 
 

勝 

振
っ
た
人
嫁
い
で
い
た
ら
富
裕
層 

 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

 

「
４
点
」 

別
れ
て
も
彼
の
ブ
ロ
グ
を
今
日
も
見
る 

 
 
 

勝 

捨
て
が
た
い
賞
味
期
限
を
三
日
過
ぎ 

 
 
 
 

の
ん
紀 

思
い
出
は
棄
て
ら
れ
ま
せ
ん
ゴ
ミ
の
山 

 
 
 

慧 

姑 

振
っ
た
は
ず
最
後
の
手
紙
捨
て
ら
れ
ず 

 
 
 

の
ん
紀 

 
「
５
点
」 

若
造
が
娘
を
く
れ
と
土
下
座
す
る 

 
 
 
 
 

与
三
坊 
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（２０１７年１１月３日発行） 

 

  

自
由
吟 

 
 

佐
藤 

公
江 

選 

 

「
秀
」 

 
 

ど
の
顔
も
私
欲
か
く
し
て
選
挙
戦 

 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

 
 

政
治
家
の
理
念
踏
絵
で
カ
メ
レ
オ
ン 

 
 
 
 

勝 

 
 

選
挙
戦
旗
を
代
え
て
の
風
頼
み 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

追
い
風
が
あ
の
一
言
で
向
か
い
風 

 
 
 
 
 

順 

 
 

暴
風
雨
棄
権
を
決
め
た
浮
動
票 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

 
 

人
は
皆
間
際
で
わ
か
る
死
生
観 
 
 
 
 
 
 

慧 

姑 

我
が
青
春
な
っ
と
う
ご
は
ん
三
杯
目 

 
 
 
 

ほ
ま
れ 

o 

古
コ
ー
ト
三
年
か
か
り
や
っ
と
捨
て 

 
 
 
 

ほ
ま
れ 

o 

新
米
と
自
己
紹
介
の
古
米
だ
よ 

 
 
 
 
 
 

の
ん
紀 

（
講
師
添
削
句
「
自
己
紹
介
新
米
で
す
が
古
米
で
す
」
） 

 
o 

眠
れ
な
い
ひ
つ
じ
数
え
て
眠
れ
な
い 

 
 
 
 

順 

 
o 

酒
が
好
き
休
肝
日
あ
る
が
破
れ
が
ち 

 
 
 
 

の
ぼ
ん 

（
講
師
添
削
句
「
酒
好
き
で
破
っ
て
ば
か
り
休
肝
日
」
） 

   

  

「
人
」 

 
 

介
護
す
る
人
よ
り
元
気
車
イ
ス 

 
 
 
 
 
 

勝 

 

「
地
」 

 
 

ホ
ッ
と
す
る
わ
び
さ
び
で
観
る
能
の
舞 

 
 
 

慧 

姑 

 

「
天
」 

 
 

強
が
り
も
様
に
な
っ
て
る
年
の
功 

 
 
 
 
 

の
ん
紀 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

次
回
十
一
月
例
会
予
定 

日
時
：
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

課
題
：
「
悠
々
」 

三
句 

（
互
選
） 

※
十
一
月
十
八
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
投
句
願
い
ま
す
。 

「
自
由
吟
」
二
句
以
上 

（
佐
藤
公
江
選
） 

※
例
会
当
日
に
投
句
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 

 
お
知
ら
せ 

十
一
月
例
会
後
、
『
忘
年
会
』
開
催
予
定
で
す
。 

十
二
月
は
休
会
、
来
年
一
月
例
会
は
一
月
二
十
四
日
の
予
定
で
す
。 


